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第
９
代
市
長  

樺
山
可
也

　
　
　
原
子
力
災
害
時
の
避
難
用
バ
ス

と
し
て
手
配
す
る
車
両
数
、
普
段
の
配

備
場
所
、
出
発
地
点
お
よ
び
目
的
地
は
。

ま
た
、
勤
務
中
の
乗
務
員
が
出
発
地
点

に
戻
り
、
出
動
す
る
場
合
、
緊
急
避
難

に
間
に
合
う
の
か
。

　
　
　
避
難
用
バ
ス
は
、
災
害
の
規
模

に
応
じ
て
必
要
台
数
を
手
配
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
多
く
見
積
も
っ
て
15
台
程

度
を
想
定
し
て
お
り
、
バ
ス
は
、
交
通

局
の
浜
町
と
新
栄
町
の
営
業
所
に
あ
る

予
備
車
を
使
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
発

災
時
は
各
営
業
所
を
出
発
し
、
現
地
災

害
対
策
本
部
の
郡
山
支
所
に
集
結
、
そ

の
後
、
各
集
落
の
バ
ス
避
難
時
集
合
場

所
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
交

通
局
で
は
、
運
行
時
間
内
は
車
両
事
故

等
緊
急
時
に
対
応
す
る
要
員
が
常
に
配

置
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
な
ど
の
時
間
帯

は
緊
急
連
絡
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
原
子
力
災
害
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
事
象
が
生
じ
た
段
階
か

ら
応
急
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
乗
務
員
を
早
め
に
手

配
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
か
ん
ま
ち
あ
供
用
開
始
に
向
け

た
平
成
28
年
度
の
取
り
組
み
内
容
と
、

地
元
と
の
協
働
で
策
定
し
た
「
上
町
ふ

れ
あ
い
広
場
活
用
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
地
元
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
か
ん
ま
ち
あ
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
求
め
る
地

域
住
民
の
声
に
対
す
る
見
解
は
。

　
　
　
供
用
開
始
に
向
け
て
指
定
管
理

者
の
指
定
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の

ひ
ろ
ば
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
供
用
開
始

日
や
予
約
受
付
等
の
周
知
を
行
っ
た
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
や
地
元
団
体
等
を

対
象
と
し
た
現
場
説
明
会
を
開
催
し
た
。

地
元
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
市
民
と

指
定
管
理
者
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
７
月
末
に
立
ち
上
げ
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
等
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
市
民
と
連

携
し
な
が
ら
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
石
橋
記
念
公
園
や
多
賀
山
公

園
な
ど
上
町
地
区
の
歴
史
・
文
化
資
源

を
一
体
的
に
結
ぶ
こ
と
は
、
観
光
交
流

の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
さ
ら
な
る
回
遊
性
の
向
上
に
つ
い

て
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
空
き
家
と
空
き
地
の
相
談
件
数

の
推
移
お
よ
び
相
談
内
容
の
特
徴
は
。

ま
た
、
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
に
向

け
た
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
空
き
家
の
相
談
件
数
は
、
平
成

25
年
度
96
件
、
26
年
度
１
８
０
件
、
27

年
度
２
６
６
件
で
、
相
談
内
容
は
、「
屋

根
が
落
下
し
そ
う
で
危
険
」、
「
草
木

が
生
い
茂
り
不
衛
生
」、
「
不
審
者
の

侵
入
が
心
配
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

空
き
地
の
相
談
件
数
は
、
26
年
度
２
７

１
件
、
27
年
度
１
９
０
件
、
28
年
度
は

８
月
末
で
１
２
１
件
で
、
特
徴
は
、
所

有
者
が
遠
方
に
居
住
し
、
当
事
者
意
識

が
低
い
こ
と
や
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
維
持
管
理
が
で
き
ず
、
改
善
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　
今
後
は
、
計
画
素
案
の
作
成
、
関
係

資
格
者
団
体
等
か
ら
の
意
見
聴
取
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
を
経
て
、

29
年
度
中
に
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
海
外
観
光
客
誘
致
の
現
状
と
効

果
お
よ
び
今
後
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、

海
外
観
光
客
誘
致
事
業
補
助
金
の
現
状

は
。

　
　
　
海
外
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
東
ア
ジ
ア
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

27
年
の
観
光
統
計
で
は
、
外
国
人
宿
泊

観
光
客
数
が
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が

出
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
、
引
き
続
き
外
国
人
観
光
客
の

増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
充
実
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
補
助
金
を
活
用
し
た
送
客

実
績
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
27
年

度
は
過
去
最
高
の
約
６
７
０
０
人
と
な

り
、
誘
客
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
28
年
度
か
ら
対
象
を
拡
大
し
、

鹿
児
島
空
港
か
ら
の
直
行
便
が
あ
る
東

ア
ジ
ア
に
加
え
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
追
加
す
る
な
ど
、
誘
致
対
策
の
充

実
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
２
年
後
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

に
「
西
郷
ど
ん
」
が
決
定
し
た
が
、
本

市
の
こ
れ
ま
で
の
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の

取
り
組
み
と
「
西
郷
ど
ん
」
に
対
す
る

今
後
の
支
援
内
容
は
。
ま
た
、
西
郷
隆

盛
を
は
じ
め
、
明
治
維
新
の
偉
人
を
活

用
し
、
官
民
共
同
で
観
光
産
業
を
高
め

る
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
市
長
を
は
じ
め
関
係
団
体
の
長
で

構
成
す
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
誘

致
す
る
会
」
等
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

た
、
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
の
放
送
の

際
に
は
、
県
や
関
係
団
体
等
か
ら
な
る

実
行
委
員
会
で
篤
姫
館
を
設
置
し
た
ほ

か
、
県
等
と
連
携
し
た
広
報
・
宣
伝
活

動
や
ロ
ケ
支
援
な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
の
本
市
の
支
援
等
に
つ

い
て
は
、
「
篤
姫
」
を
参
考
に
し
な
が

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
今
後
、
「
西
郷
ど
ん
」
を
契
機
に
、

本
市
で
は
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

民
間
に
お
い
て
も
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
新
た
な
商
品
開

発
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
が
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
南

但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
朝
来

市
）
の
実
情
を
踏
ま
え
る
と
、
新
南
部

清
掃
工
場
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
試
算
は
見
方
が
甘
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
ま
で
に

１
日
当
た
り
の
家
庭
ご
み
の
量
を
１
人

当
た
り
１
０
０
㌘
減
量
し
て
い
く
新
た

な
方
針
と
大
規
模
施
設
建
設
は
矛
盾
す

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
同
工
場
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
に
よ

る
事
業
実
施
と
し
て
お
り
、
発
注
に
向

け
て
複
数
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
見

積
も
り
を
参
考
に
、
民
間
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
効
果
を
加
味
し
、
建
設
・
運
営

等
の
経
費
を
積
算
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
整
備
す
る
乾
式
の
バ
イ
オ
ガ

ス
施
設
は
、
南
但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

や
防
府
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
稼
働

し
て
い
る
ほ
か
、
京
都
市
も
整
備
中
で

あ
り
、
複
数
の
実
績
が
あ
る
。

　
今
後
、
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
の
取

り
組
み
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
ご

み
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
本
市
で
は
現
在
燃
や
せ
る
ご
み
が

１
日
約
７
０
０
㌧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
の
日
量
60
㌧
は
十
分

確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
施
設
の

稼
働
に
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
市
立
小
・
中
学
校
と
高

等
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の
児
童
生
徒

数
は
。
ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い
る
不

登
校
対
策
関
連
の
事
業
に
つ
い
て
、
学

校
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
、
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
不
登

校
に
特
化
し
た
計
画
を
策
定
し
て
全
市

的
に
対
応
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

　
　
　
平
成
27
年
度
の
不
登
校
の
人
数

は
、
小
学
校
が
88
人
、
中
学
校
が
４
９

９
人
、
高
等
学
校
が
20
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
同
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
有

効
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
不
登

校
に
関
す
る
定
期
的
な
報
告
や
重
点
的

な
学
校
訪
問
に
よ
る
情
報
収
集
、
生
徒

指
導
担
当
者
会
等
に
お
け
る
意
見
交
換

の
場
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

他
都
市
の
取
り
組
み
状
況
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
家

庭
、
専
門
機
関
の
取
り
組
み
を
整
理
し
、

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
不
登
校
対
策
検

討
委
員
会
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
体
系

的
な
対
応
が
充
実
で
き
る
よ
う
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
大
正
15
年
の
４
月
に
市
制
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
、
市
会
の
権
限
が
革
新
的
に
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
長
専
任
に
つ

い
て
の
市
会
の
権
限
は
「
内
務
大
臣
の
任

命
に
基
づ
い
て
市
長
候
補
３
人
を
推
薦
し

て
裁
可
を
仰
ぐ
」
と
い
う
も
の
で
し
た

が
、
改
正
の
結
果
、「
市
長
専
任
の
決
定

権
は
す
べ
て
市
会
に
あ
る
」
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
長
選
考
に
当
た
っ
て
、
市
会
は
「
市

長
選
考
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

同
委
員
た
ち
は
５
回
の
会
合
の
後
、
市
長

候
補
と
し
て
東
京
在
住
の
海
軍
予
備
役
少

将
樺
山
可
也
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
さ
っ

そ
く
説
得
交
渉
の
た
め
、
当
時
の
議
長
を

含
む
３
人
の
議
員
が
東
京
に
向
か
い
ま
し

た
。
交
渉
の
際
、
議
長
は
市
長
就
任
を
要

請
す
る
と
と
も
に
「
市
は
財
政
難
の
折
、

市
長
年
俸
は
６
千
円
、
市
長
交
際
費
は
年

額
１
５
０
０
円
で
」
と
頭
を
下
げ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
数
日
後
に
内
諾
の
返
事
を
受

け
、
至
急
電
報
で
鹿
児
島
に
知
ら
せ
ま
し

た
。

　
正
式
な
市
長
選
挙
市
会
は
内
諾
の
返
事

を
受
け
た
11
日
後
に
開
か
れ
、
満
場
一
致

で
第
９
代
市
長
に
樺
山
可
也
を
選
任
し
ま

し
た
。

　
11
月
27
日
は
市
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
１
票
を
市
政

に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 〜

第
20
話
〜

「
市
会（
市
議
会
）が
市
長
を
決
定
」

か
ば
や
ま
か
な
り

問答

新
南
部
清
掃
工
場
の
ご
み
焼
却
施
設
・

バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
の
整
備
基
本
設
計

問

不
登
校
の
現
状
と
そ
の
対
応

問

答 答

答

原
子
力
災
害
時
の
バ
ス
に
よ
る

緊
急
輸
送

答

問答 鹿
児
島
駅
周
辺
都
市
拠
点
総
合
整
備
事
業
と

「
か
ん
ま
ち
あ
」
の
供
用
開
始

問答 空
き
家
等
の
適
正
管
理

海
外
観
光
客
誘
致
の

取
り
組
み

問問 Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
決
定
を
受
け
て
の
対
応
等

　
公
共
が
資
金
調
達
し
、
設
計
・
建
設
・

維
持
管
理
・
運
営
ま
で
を
一
括
契
約
し
、

民
間
を
活
用
す
る
公
設
民
営
方
式

解
説
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

な
ん

た
ん

せ  

ご


